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青
葉
区

進
取
性
に
富
ん
だ
住
民
気
風
が
切
り
拓
く
、

地
域
づ
く
り
の
新
た
な
展
開

半
世
紀
に
お
ま
ぶ

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
的
沿
線
開
発

　
昭
和
6
0
年
、
民
放
テ
レ
ビ
番
組
に
よ
り
”
金

妻
ブ
ー
ム
”
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
記
憶
が
残
っ

て
い
る
せ
い
か
、
田
園
都
市
線
の
住
宅
地
と
い

え
ば
、
今
も
若
ぐ
華
や
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

だ
が
、
沿
線
の
住
宅
地
を
個
別
に
見
る
と
そ
う

と
ば
か
り
は
い
え
な
い
。

　
東
急
電
鉄
が
田
園
都
市
開
発
に
乗
り
出
し
だ

の
は
昭
和
2
8
年
。
以
来
、
半
世
紀
に
わ
た
る
ロ

ン
グ
ス
パ
ン
の
開
発
が
行
わ
れ
、
青
葉
区
内
で

も
約
4
0
の
区
画
整
理
組
合
が
生
ま
れ
た
。
現
在
、

こ
れ
ら
住
宅
地
は
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て

い
る
。

　
例
え
ば
、
田
園
都
市
線
の
開
通
前
後
に
分
譲

さ
れ
、
沿
線
開
発
の
先
駆
け
と
な
っ
た
「
美
し

が
丘
」
。
開
発
か
ら
す
で
に
3
0
余
年
を
経
て
、
こ

の
住
宅
地
で
は
、
世
代
交
代
が
進
ん
で
い
る
と

は
言
わ
れ
る
も
の
の
、
住
民
の
高
齢
化
や
、
街

並
み
や
景
観
な
ど
住
環
境
の
維
持
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
あ
お

ば
山
の
手
台
」
と
呼
ば
れ
る
奈
良
地
区
は
新
興

の
マ
ン
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
で
あ
る
。
分
譲
さ
れ
て

５
年
ほ
ど
の
非
常
に
若
い
住
宅
地
で
あ
り
、
若

年
層
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
住
み
、
子
育
て
に
奮
闘
し

て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
田
園
都
市
沿
線
の
住
宅
地
は
一

つ
の
大
規
模
な
開
発
で
は
な
く
、
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
区
画
整
理
地
区
が
田
園
都
市
線
に
沿
っ
て

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
。

次
ペ
ー
ジ
の
図
か
ら
は
、
田
園
都
市
線
の
各
住

宅
地
（
区
画
整
理
組
合
）
を
開
発
時
期
で
色
分

け
し
た
も
の
だ
が
、
モ
ザ
イ
ク
状
に
展
開
さ
れ

て
き
た
沿
線
開
発
の
姿
が
浮
か
び
上
か
っ
て
く

る
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
を

求
め
る
住
民
た
ち

　
近
年
、
リ
ス
ト
ラ
の
一
環
と
し
て
田
園
都
市

沿
線
に
所
有
し
て
い
た
社
宅
や
寮
を
手
放
す
企

業
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
ら
跡
地
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
急
増
し
、
プ
レ
ハ

ブ
校
舎
の
建
設
に
踏
み
切
る
学
校
す
ら
出
始
め

て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
同
時
期
に
開
発
さ
れ
た
区
画
整

理
地
区
内
で
も
、
新
興
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
若

年
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
と
昔
か
ら
の
戸
建
て
分
譲
住

宅
に
住
む
高
齢
者
層
が
共
存
す
る
と
い
う
現
象

Area Data

青葉区における土地区画整理事業による開発面積と人口の推移

青葉区
地勢　青葉区は横浜市北西部

に位置し、東京都心に近い。区

の面積は35･06平方キロメー

トル(市内第2位)。うち70％が

市街化区域。区域の60 ％以上

が区画整理で整備されており、

他区と比較して非常に高い割合

である。一方、区内には谷本川

や恩田川沿いに広がる田園･緑

地も随所に残る。

歴史　長い間、農村地帯であっ

たが、昭和41年の田園都市線

開通により、沿線での住宅地開

発が進むとともに、官舎や企業

の社宅･寮が積極的に誘致され

た。それに伴い、人口が急増し、

昭和44年には港北区から分区

して緑区となった。さらに、平成

６年11月６日に行政区再編成に

より、青葉区が誕生した。
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が
お
こ
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
住
民
層
は
、
い
ず
れ
も
地
域

と
の
関
わ
り
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
い
。
と
い

う
の
も
、
か
つ
て
の
社
宅
族
は
自
ら
の
意
思
で

田
園
都
市
沿
線
に
住
ま
い
を
構
え
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
社
宅
や
寮
の
跡
地
に
立

つ
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
人
し
た
住
民
は
、
こ

の
地
を
選
ん
で
移
り
住
ん
で
き
た
人
た
ち
で
あ

り
、
地
域
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
。
一
方
、
戸

建
て
分
譲
住
宅
に
住
む
人
々
は
、
昔
は
職
場
の

あ
る
東
京
に
軸
足
を
置
き
”
横
浜
都
民
”
と
呼

ば
れ
た
り
も
し
た
が
、
い
ま
や
リ
タ
イ
ア
世
代

が
多
く
な
っ
て
き
た
。
定
年
後
、
地
域
に
居
場

所
を
求
め
、
様
々
な
地
域
活
動
に
取
り
組
む
人

が
増
え
て
い
る
。
（
注
１
）

　
平
成
1
2
年
度
に
青
葉
区
が
実
施
し
た
区
民
意

識
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
現
在
の
場
所
に
住
み
続
け

た
い
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体
の
６
割
近
く
を

占
め
た
。
「
青
葉
区
内
の
他
の
場
所
に
移
り
た
い
」

を
含
め
る
と
、
７
割
以
上
の
区
民
が
青
葉
区
へ

の
定
住
を
望
ん
で
い
る
。
一
概
に
は
比
較
で
き

な
い
が
平
成
６
年
度
の
横
浜
市
の
市
民
意
識
調

査
で
は
、
青
葉
区
民
の
現
住
地
定
住
意
向
は
５

割
強
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
住
民
の
定
住
意
向
が

確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
エ
リ
ア
な
の
で
あ
る
。

市
民
が
描
く
、
地
域
の
将
来
像

　
住
民
の
地
域
へ
の
こ
だ
わ
り
が
増
す
な
か
、

住
民
が
主
体
的
に
関
わ
っ
た
都
市
計
画
・
行
政

計
画
づ
く
り
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
そ
の
一
つ
が
、
青
葉
区
内
の
地
域
骨
格
道
路
と

な
る
「
恩
田
元
石
川
線
」
整
備
に
お
け
る
住
民

参
加
の
計
画
づ
く
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
道

路
整
備
の
よ
う
な
地
域
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ

す
事
業
で
は
、
行
政
が
計
画
案
を
作
成
し
、
決

定
段
階
に
入
っ
て
か
ら
周
辺
住
民
を
交
え
た
公

聴
会
や
説
明
会
が
開
か
れ
る
こ
と
が
常
だ
っ
た
。

　
だ
が
、
「
恩
田
元
石
川
線
」
整
備
で
は
、
構
想

段
階
か
ら
住
民
と
の
意
見
交
換
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
公
開
学
習
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

が
催
さ
れ
、
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
住
民
と

専
門
家
、
行
政
の
三
者
か
ら
な
る
委
員
会
が
設

け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
整
備
方
針
が
決
定
し
た

の
は
平
成
1
1
年
1
1
月
。
参
加
の
試
み
を
始
め
た

平
成
４
年
か
ら
合
意
形
成
ま
で
の
８
年
間
、
持

続
的
に
か
か
わ
り
続
け
た
住
民
の
意
識
の
高
さ

は
田
園
都
市
沿
線
な
ら
で
は
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
経
験
は
、
平
成
1
3
年
に
策
定
さ
れ
た
青

葉
区
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
も

生
か
さ
れ
て
い
る
。
都
市
計
画
プ
ラ
ン
は
ま
ち

づ
く
り
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
政
策
提
言
す
る
も

の
だ
が
、
各
種
団
体
代
表
や
学
識
経
験
者
で
構

成
さ
れ
る
青
葉
区
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
と
は
別

に
、
「
青
葉
区
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
が
設
置
さ

れ
た
。

　
同
会
議
の
目
的
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
指

針
に
反
映
さ
せ
る
区
民
側
の
提
言
を
得
る
こ
と
。

運
営
は
そ
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ
、
参
加
メ
ン

バ
ー
は
広
く
区
民
か
ら
公
募
さ
れ
た
。

　
同
会
議
に
参
加
し
た
の
は
、
6
0
名
余
り
。
シ

ニ
ア
世
代
を
は
じ
め
、
3
0
代
の
子
育
て
主
婦
や

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
市
民
活
動
に
関
わ
る
4
0
～
5
0

代
の
主
婦
層
な
ど
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
街
・
田

園
都
市
沿
線
」
を
象
徴
す
る
よ
う
な
多
彩
な
顔

ぶ
れ
が
集
ま
っ
た
。
彼
ら
は
毎
週
の
よ
う
に
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち

上
げ
て
区
民
の
意
見
を
広
く
集
め
な
が
ら
、
同

会
議
と
し
て
の
提
言
の
内
容
を
か
た
ち
に
し
て

い
っ
た
。

　
田
園
都
市
沿
線
は
、
日
本
の
企
業
文
化
を
背

負
っ
て
き
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
住
む
ま
ち
で
あ

り
、
ま
た
横
浜
で
も
有
数
の
女
性
を
中
心
と
し

た
川
や
緑
の
保
全
活
動
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。

多
士
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
い
る
だ
け
に

議
論
の
着
地
点
が
心
配
さ
れ
た
が
、
3
0
～
4
0
代

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
が
両
者
の
橋
渡
し
役
に

な
る
こ
と
で
、
提
言
が
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
と

い
う
。

青葉区における年次別土地区画整理事業の動向

青葉区の街並み

青葉区民がこれから参加したい活動
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彼
ら
は
「
仕
事
よ
り
も
大
変
だ
」
と
言
い
つ

つ
多
様
な
意
見
を
集
約
し
、
週
末
の
家
族
サ
ー

ビ
ス
の
時
間
を
削
り
な
が
ら
、
青
葉
区
を
「
ふ

る
さ
と
」
と
し
て
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

提
言
を
ま
と
め
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

　
平
成
1
3
年
1
1
月
、
策
定
さ
れ
た
「
青
葉
区
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
実
行
を
見
守
り
、

実
現
の
た
め
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く

区
民
側
の
自
発
的
な
組
織
と
し
て
、
「
青
葉
区
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
」
が
旗
揚
げ
さ
れ
た
。
こ
の

会
も
ま
た
、
「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
で
価
値
観
を

共
有
化
し
た
シ
ニ
ア
世
代
、
主
婦
層
、
現
役
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
多
様
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

●
注
１
　
田
園
都
市
住
民
の
場
合
、
地
域
活
動
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
既
存
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
自
治
会
・

町
内
会
へ
向
か
う
よ
り
も
、
環
境
や
文
化
、
福
祉
な
ど

メ
ン
バ
ー
個
々
の
興
味
に
応
じ
て
自
発
的
に
結
び
つ
く

テ
ー
マ
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
の
活
動
に
注
が
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
区
民
意
識
調
査
の
結
果
を
見
て
も
、
「
自
治
会
・

町
内
会
等
の
地
域
活
動
」
（
５
・
４
％
）
、
「
盆
踊
り
や
祭
り

な
ど
の
地
域
行
事
」
（
８
・
８
％
）
、
「
道
路
等
草
取
り
・
清

掃
等
環
境
美
化
活
動
」
（
８
・
８
％
）
な
ど
地
域
に
ど
っ
し

り
根
を
張
っ
た
従
来
型
イ
メ
ー
ジ
の
地
域
活
動
よ
り
も
、

「
自
然
環
境
の
保
護
や
自
然
と
親
し
む
活
動
」
（
2
0
。

１
％
）
、
「
国
際
交
流
活
動
」
（
1
3
・
６
％
）
、
「
お
年
寄
り
等

へ
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
（
1
3
・
４
％
）
、
「
資
源
回

収
や
不
用
品
交
換
等
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
」
（
1
1
･
9
％
）
な

ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
的
イ
メ
ー
ジ
の
活
動
へ
の
参
加
意
欲
が
高
い
。

事
実
、
自
治
会
・
町
内
会
の
加
入
率
は
、
8
3
・
８
％
（
平

成
1
3
年
４
月
現
在
）
と
高
く
な
い
が
、
横
浜
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
市
ケ
尾
プ
ラ
ザ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市
民

活
動
団
体
の
登
録
数
は
１
４
９
団
体
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

沿
線
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
根
付
く
、

ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
在
宅
ビ
ジ
ネ
ス

　
あ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
調
査
で
は
、
青
葉
区

は
世
帯
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
率
、
個
人
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
で
全
国
ト
ッ
プ
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
東
急
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
に
よ
っ
て
平
成
１
０
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
網
経
由
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
。
こ
う
し
た
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
、
青
葉
区
住
民
の
年
代
や
所
得
な
ど
の
特
性

が
相
ま
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
活
発

に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
な
か
で
も
、
沿
線
に
住
む
主
婦
層
を
中
心
に

ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
在
宅
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
動
き
が
加
速

し
て
い
る
。

　
そ
の
草
分
け
が
、
在
宅
ビ
ジ
ネ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
セ
ラ
ン
」
で
あ
る
。
東
急
電
鉄
が
こ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
た
平
成
２
年
当

時
、
ま
だ
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
本
格

的
に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
３
５
０
名
の
公

募
会
員
も
ほ
と
ん
ど
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。
現
在
、
会
員
数
は
準
会
員
（
モ
ニ
タ

上
を
含
め
約
2
7
0
0
名
に
達
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
心
は
田
園
都
市
沿
線
に
住
む
4
0
～
5
0

代
の
主
婦
層
で
あ
る
。
う
ち
７
０
０
名
が
実
際

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
仕
事
を
受
け
、
デ
ー
タ
入
力

な
ど
事
務
支
援
や
翻
訳
作
業
、
編
集
・
出
版
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
企
画
・
制
作

な
ど
在
宅
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
田
園
都

市
沿
線
の
主
婦
の
感
性
と
ア
ン
テ
ナ
を
商
品
開

発
の
た
め
の
貴
重
な
情
報
源
と
考
え
る
企
業
は

多
く
、
準
会
員
も
市
場
調
査
の
モ
ニ
タ
ー
を
仕

事
と
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
が
多
い
。

　
一
方
、
「
ビ
タ
ミ
ン
マ
マ
」
は
、
３
年
前
に
田

園
都
市
沿
線
に
住
む
3
0
代
の
子
育
て
中
の
主
婦

に
よ
っ
て
起
業
さ
れ
、
主
婦
ス
タ
ッ
フ
約
2
0
名

で
活
動
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
が
「
ビ
タ
マ
マ

エ
リ
ア
」
と
呼
ぶ
田
園
都
市
沿
線
や
港
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
子
育
て
主
婦
を
元
気
に
す
る
グ
ル

メ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
幼
児
教
育
な
ど
地
域
密

着
型
の
情
報
発
信
が
目
的
だ
。

　
発
起
人
の
２
人
は
、
幼
稚
園
の
父
母
会
で
知

り
合
い
意
気
投
合
し
た
が
、
始
め
か
ら
同
好
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
覚
で
や
る
つ
も
り
は
全
く

な
か
っ
た
と
い
う
。
や
る
か
ら
に
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
」

と
し
て
収
益
を
生
み
出
す
。
だ
か
ら
最
初
に
地

域
密
着
型
の
情
報
誌
を
発
行
す
る
際
も
ま
ず
、

「
売
れ
る
も
の
」
を
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
編
集

し
た
。
編
集
の
仕
事
の
経
験
が
あ
る
ス
タ
ッ
フ

は
い
た
が
、
出
版
業
界
の
技
術
革
新
に
対
応
す

る
た
め
企
画
、
取
材
、
版
下
作
成
と
み
ん
な
で

一
か
ら
編
集
の
仕
事
を
勉
強
し
直
し
た
。

　
編
集
会
議
や
原
稿
の
や
り
と
り
は
、
ほ
と
ん

ど
Ｅ
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
会

議
室
等
で
行
う
。
だ
か
ら
家
事
・
子
育
て
を
し

な
が
ら
で
も
仕
事
が
で
き
る
。
た
だ
し
情
報
の

信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
、
お
店
情
報
な
ど
は

必
ず
ス
タ
ッ
フ
が
覆
面
取
材
を
す
る
。
企
業
の

広
告
取
り
も
や
っ
た
し
、
出
来
上
が
っ
た
情
報

誌
を
置
い
て
も
ら
う
た
め
に
地
元
の
書
店
や
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
頼
ん
で

廻
っ
た
。
「
着
ぐ
る
み
」
を
着
て
販
促
活
動
も
し

た
と
い
う
。

　
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
、
季
刊
誌
「
ビ
タ
ミ

ン
マ
マ
」
は
沿
線
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
書

店
１
４
０
店
舗
で
販
売
。
毎
年
６
月
に
発
行
さ

れ
る
幼
稚
園
特
集
号
は
発
売
１
週
間
で
初
版
8

0
0
0
部
を
完
売
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
１
日
1
0
0

0
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
沿
線
の
主
婦
達
に

よ
っ
て
子
育
て
な
ど
に
関
す
る
情
報
交
換
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
田
園
都
市
沿
線
は
、
も
と
も
と
キ
ャ
リ
ア
を

持
っ
た
専
業
主
婦
が
存
在
す
る
場
所
で
あ
る
。

彼
女
達
の
能
力
を
再
び
社
会
へ
と
解
き
放
つ
だ

の
は
、
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

張
り
巡
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
Ｉ
Ｔ
の
能
力

（
ち
か
ら
）
で
あ
る
。
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